
区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容

風の輪　（平成28年6月1日変更）

□　専用 □　共用□　共用

□　専用 □　共用
□　専用 □　共用

今　年　度

2 人

大阪市西淀川区姫島６－３－４４

今　年　度

昨　年　度

風の子保育園・風の子ベビーホーム（保育所）、風の子児童館、水仙の家（居
宅介護・通所介護・居宅介護支援）、淡路こども園・姫島こども園（児童発達
支援センター）、風の子そだち園・ワークセンター豊新（生活介護）、豊新
ホームヘルプ（居宅介護・行動援護・移動支援）、姫島風の家・イーハトーブ
風の家（共同生活援助）、風の子デイサービス（児童発達支援事業・放課後等
デイ）

今　年　度

常勤職員 非常勤職員
専任 兼務 専任 兼務

4 人5 人

９：００～１７：４５

非常勤職員
専任

０　相談支援事業所の概要
０－１　実施状況について

０－２　事務室等について

０－３　職員の状況

０－４　職員の勤務体制

０－５　ピアカウンセリングの実施状況

事業所所在地

昨　年　度

常勤職員

26 ㎡
13 ㎡

その他

2 人

□　専用
□　専用

■　共用
■　共用

□　専用

兼務専任

法人名称 社会福祉法人 水仙福祉会

法人所在地 大阪市東淀川区小松１－１４－１２

水仙福祉会は、平成12年度より障がい児等療育支援事業、平成18年度から保健
福祉圏域（西淀川区、淀川区、東淀川区）に基づいた委託相談支援事業を大阪
市より受託し、当事業所はそれぞれの事業を運営してきた。また、平成24年か
らは、西淀川区障がい者相談支援センターとして行政や地域の様々な資源と連
携しながら、支援やコーディネートに努めるとともに、西淀川区地域自立支援
協議会においては、当初より委員長を引き受け、運営の中心的役割を果たして
いる。

また、平成27年度より此花区障がい者相談支援センターを受託し、此花区にお
いても行政とともに区内の障がい者施策を推進している。

同一場所で実施
しているその他
の事業

此花区障がい者相談支援センター
風の輪ホームヘルプ（居宅介護・行動援護・重度訪問介護・移動支援）

実施法人で実施
しているその他
の事業

事務室

兼務

事業所名

事業所の特長

昨　年　度

月曜日から土曜日の9：00～17：45までのシフト制で勤務している。但し、緊
急援助ケースに関してはその都度対応。時間外、休日、年末年始の受付は、固
定電話の留守電ならびに、緊急連絡先（携帯電話）番号の案内を行うことで対
応する体制を整えている。

相談室

事業所名称 地域生活支援センター風の輪

電話番号 ０６－４８０８－３０８０

西淀川区障がい者相談支援センター

実施曜日 月～土

実施時間

月～土（応相談・事前調整）
障がい名 実施曜日 実施時間

昨　年　度

昨　年　度

障がい名 実施曜日 実施時間
知的障がい（親の立場として）

今　年　度

今　年　度

9：00～17：45（応相談・事前調整）
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区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター
１　事業運営全般
１－０　理念・基本方針

 当法人は、児童・障がい（児）者・高齢者などを対象に、これまで様々な先駆
的・開拓的福祉活動をおこなっており、常に利用者の人権や人格を尊重し、対
等な人間としての優しさや思いやりを持った保育、療育、介護をおこなうとと
もに、利用者が家族とともに、地域で当たり前に暮らすために必要な支援を実
施しています。
　風の輪は当法人としての理念・基本方針と連動し、障がいのある人と、その
家族が自然に、当たり前の生活ができるような環境づくりの手伝いをしていま
す。
　＜基本方針＞
① 支援を行う場合には、その人の意思や感情表現、自己表現を大切にし、人と
の信頼関係を基盤とした自信や意欲を持てるように援助し、本人と家族、身近
な人たちとの間に気持ちが通じ合う良い人間関係を作れる事を第一に考えま
す。
② その上で、具体的な支援のあり方を提案し、関係機関との連携・調整を行い
ます。
③ 個別支援会議を最重視し、関係者がそれぞれの領域にとらわれず、利用者第
一の考えに基づいた意見・提案が行われるような環境づくりに取り組みます。
④ 障がい（児）者についての研修や勉強等の自己研鑽を続けます。
⑤ 行政・相談機関・事業者・当事者・地域の人たちがネットワークを作り、本
人主体という視点で福祉サービスや地域でのシステムのあり方を検討していく
中心的役割を果たすべく、地域自立支援協議会の活性化に取り組みます。

昨　年　度 今　年　度
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区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター

5

5

5

55

a)と連動した年度ごとの事業報告や事業計画を作成し、法人理事会にて
承認を受けている。

委託期間全体を通じた計画
を踏まえて年度ごとの事業
計画を策定している。

5

特に反省点については、内部で議論し、次期計画に改善策を盛り込んで
いる。

事業の理念・基本方針を実
現するための具体的な取組
みを示すものとして、委託
期間全体を通じた計画が定
められている。

１－１－①　事業運営の評価

a

昨　年　度

法人の理念・基本方針と連動し、本人や家族との信頼関係を得る・本人
の意思を尊重（意思決定支援）し、各社会資源との連携を行う・地域福
祉の向上に努める等を実現するための計画を定めている。

評価の詳細（上段：自己評価の詳細、下段：今後の取り組み）

c

委託期間全体を通じた計画
及び年度ごとの事業計画に
基づき事業を実施し、その
結果を評価している。

b

d
事業の評価の結果は、次期
計画に反映している。

5

評価点

5

年度末には、事業報告書を作成し、実施内容毎の確認と反省および評価
を行っている。何ができて何ができなかったのか、次年度へ向けての話
し合いも同時に行っている。

１－１　運営体制
評価点 評価の詳細（上段：自己評価の詳細の変更点、下段：今後の取組みの改善点及び次年度の取組み）

今　年　度
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区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター

a

必要な情報を理解できるよ
うに提供するとともに、体
験、経験する機会を設ける
など利用者が主体的に自己
決定するための条件整備に
努めている。

評価の詳細（上段：自己評価の詳細、下段：今後の取り組み）

取り組む姿勢は昨年同様だが、よりいっそう本人主体の援助に取り組む
事が出来るよう、外部研修、内部研修を充実させ、本人が意思決定でき
るためのプロセスに寄り添う支援を行っていく。

１－２－②　エンパワメントの重視

a

5

相談支援を進めるにあたっ
ては、常に利用者のエンパ
ワメントが図られるよう努
めている。

5

今　年　度
評価点

取り組む姿勢は変わらず、本人主体の支援に取り組んだ。この本人主
体の支援については、自立支援協議会を通じて研修を定期的に開催
し、「本人が意思決定できるためのプロセスに寄り添う支援」が区内
の支援者と共有できるようにも取り組んだ。

今後も継続して、本人が発信しやすい環境を整える、発信できるまで
のプロセスを援助する事で本人のエンパワメントに繋がるよう、さら
に努力し、センターの職員だけではなく区内の事業所関係者にも定着
できるよう継続して取り組む。

本人が発信する、発信しやすい環境を整える、発信できるまでのプロセ
スを援助する事で本人のエンパワメントに繋がるよう、さらに努力して
いく。

評価の詳細（上段：自己評価の詳細の変更点、下段：今後の取組みの改善点及び次年度の取組み）

自己決定の原則とは、本人に決めてもらうことではなく、本人が決め
るそのプロセスを支える事、何を持ってよしとするのか、その答えを
本人自身が導きだせるように専門的に支え続けること（市大　岩間教
授）に全力を挙げて取り組む。

自己決定の原則とは、本人に決めてもらうことではなく、本人が決め
るそのプロセスを支える事、何を持ってよしとするのか、その答えを
本人自身が導きだせるように専門的に支え続けること、という考えに
基づき事業所内だけではなく、自立支援協議会の相談支援事業所部会
において、一年間毎月1回研修に取り組み、区内11ヶ所の相談支援事業
所の相談員としての考え方を共有した。

5
一年をかけて行ってきた研修を活かして、今後は具体的な事例検討を
通じ区内の相談支援事業所が「本人主体」の支援を実践できるよう、
相談員同士のつながりや、何でも話せる関係を構築する。

評価点 評価の詳細（上段：自己評価の詳細の変更点、下段：今後の取組みの改善点及び次年度の取組み）

5

評価点

昨　年　度

事前の情報提供は、可能な限り本人が理解できるよう工夫するととも
に、日中施設や余暇活動、居宅支援等の体験・経験の機会を確保するこ
とで、利用者や家族の主体的な意思決定の環境を整えている。

評価の詳細（上段：自己評価の詳細、下段：今後の取り組み）
１－２　適切な相談支援の実施
１－２－①　自己決定の尊重 評価点

4



区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター
１－２－③　コミュニケーションに関する配慮

意思伝達に制限のある人の場
合、他機関職員との連携や、
本人が信頼できる知人、代弁
者、手話通訳者等を受け入れ
るなど、コミュニケーション
を行う環境に配慮して、その
人の意思や希望をできるだけ
正しく理解しようと努力して
いる。

意思伝達に制限のある人の
場合、手話や点字、筆談、
映像を利用するなど、その
人に合った個別のコミュニ
ケーション手段を検討し、
それに基づく対応を行って
いる。

評価点

5

3

どんなに重度の方でも、その行動や表情には意味がある。推測と確認を
繰り返す事で、その人の気持ちに寄り添う事ができる。法人が大事にし
ている理念のもと、常に本人の意思決定支援に心掛けている。

a
ボランティアグループ等にも協力を依頼し、個別対応が出来るよう備
えていく。

b

一度の面接では意思確認等
が困難であるような、著し
く意思伝達に制限のある人
の場合、日常的な関わりを
通じて、その人固有のコ
ミュニケーション手段やサ
インの発見と確認を心がけ
ている。

その人に合った個別のコミュニケーション手段については、昨年ボラ
ンティアグループ等への協力依頼を検討したが、実現できていないた
め、もう一度検討し再度取り組む。

実際の利用はななかったが、今後も専門機関との連携は継続してい
く。

継続して、コミュニケーション手段として「アイパット」「コミュニ
ケーションボード」を利用する事で一部の利用者とのコミュニケー
ションは拡がった。

5 本人の気持ちに寄り添う事の大切さについては、自立支援協議会、研
修会、個別支援会議等を通じて区内の事業所に、その重要性を知って
もらう機会を提供できるようにして行く。

聴覚障がい、視覚障がいへの対応が必要な場合は通訳者や専門機関と
の連携を取る準備をととのえたが実際に利用する事はなかった。

まずは本人のいるところから始まり、本人の存在を認めながら気持ち
に寄り添う支援を大切に心がけることが、相談員同士での振り返りや
内部研修、事例検討を通してできた。

日常的に利用者と関わっている施設職員、事業所職員、家族・知人等
との連携や聞き取りはもちろんであるが、行動や表情を一緒に推測
し、利用者自身の気持ちを確認していく事も大事であると考えてい
る。

評価の詳細（上段：自己評価の詳細の変更点、下段：今後の取組みの改善点及び次年度の取組み）

聴覚障がい、視覚障がいへの対応が必要な場合は通訳者や専門機関との
連携を取る。

5

まず本人のいるところから始める。
①本人の立場に立って、生活の中で何がしんどいのかを明らかにす
る。
②本人の立場から問題行動の意味合いや理由を理解する。
そして本人の存在を認める。コミュニケーションも重要だが、気持ち
に寄り添う事の重要性を心がけていく。

評価点

5

評価の詳細（上段：自己評価の詳細、下段：今後の取り組み）

手話、点字対応については、改善する事ができなかたっが、昨年購入
したアイパットを利用する事で映像を利用したり、自立支援協議会こ
ども部会と区社会福祉協議会が共同で作成した新コミュニケーション
ボードを利用することで、コミュニケーション手段が拡がった。

c

3

5



区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター

虐待が危惧される場合は、
関係行政機関と連携し適切
な対応を行っている。

１－２－④　権利擁護

5

評価の詳細（上段：自己評価の詳細、下段：今後の取り組み）

身体障がいをお持ちの方への支援においても、介護技術はもちろんだ
が、不自由な身体状態をどう受け止めておられるのか、どんな気持ちで
支援を受けておられるのか等に思いをめぐらす事が必要であると考え、
関係事業所にも理解をしてもらえるよう努めている。

5

4

a

評価点

相談支援を進めるにあたっ
ては、常に利用者の立場を
擁護し、ニーズ表明を支
援・代弁することにより、
問題解決力や様々な支援を
活用する力を高めていける
ような支援に努めている。

b

人権侵害が発生した場合に
はその解決のために積極的
に対処している。

評価の詳細（上段：自己評価の詳細の変更点、下段：今後の取組みの改善点及び次年度の取組み）

今後も、高齢者虐待、児童虐待の各担当者と連携しながら体制を整え
ていく。

昨年、事業所内で起きてしまった虐待について、区障がい者相談支援
センターとして事前にできることはなかったのかを検討した結果、ま
ずは区と連携し新規参入事業所を把握し、自立支援協議会への参加を
促し、本人主体の支援及び、権利擁護と人権尊重という自立支援協議
会全体の活動方針を徹底した。

虐待原因の分析、必要なサポートの実施等については、行政の直接担
当窓口のみならず、地域包括支援センターや子育て相談室、生活困窮
窓口など関わる機関が拡がり、予防のための体制つくりにも繋がっ
た。

十分に気持ちを伝えられない、嫌と言えない利用者、不自由な身体状態
をどう受け止めておられるのか、どのような気持ちで支援を受けておら
れるのか等、ご本人の思いに寄り添い理解する事に努めている。
同時に関係機関にも理解してもらえるよう担当者会議等を充実させる。

関係機関の中には、制度や介護技術が先行し、必ずしも「本人の思い
に寄り添えていないのではないか」と言う支援が見られたため、まず
は、本人の気持ちを推測してみる事の重要性を理解してもらえるよう
担当者会議や個別支援会議等を充実させる。

今後も、虐待や差別に関する相談窓口として、当事者と地域住民との
橋渡しを行い、障がい者のみならず西淀川区民全体が住みやすい街に
なるよう努めていく。

評価点

虐待の背景として、家族そのものが問題を抱え、疲れているという事
があるので、虐待原因の分析を行い、必要なサポートを実施し、予防
のための体制づくりにも行政機関とともに関わっていく。

4

c

5

平成28年より障害者差別解消法が施行され、区障がい者相談支援セン
ターも相談窓口を担うことになる。当事者と地域住民との橋渡しを行
い、住みやすい街づくりに努めていく。

利用者が虐待をうけている可能性がある場合はもちろん、疑われるよう
な状況が見られた時、通報を受けた時などにおいては、迅速に関係行政
機関と連携し、聞き取り調査やコアメンバー会議などに参加し、対策を
検討し、区相談支援センターとしての対応を行っている。

5

6



区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター

１－３－①　他の関係機関との連携

9月に区長との意見交換会を持ち、区内の障がい福祉サービスが目指す
べき方向や、自立支援協議会各部会からの現状や要望を直接区長に伝
え、率直な話し合いができた事は、今後の行政との連携を積極的に進
めていく上で、大変有意義なことだった。

これからも、「本人主体」の支援を区内に根付かせていくと共に、今
後も定期的に区長との意見交換会の機会を持ちたいと考えている。

5

今　年　度
評価点 評価の詳細（上段：自己評価の詳細の変更点、下段：今後の取組みの改善点及び次年度の取組み）

区障がい者相談センターとして、西淀川区地域福祉推進ビジョンの策
定に参画した事で、区内の関係機関や団体との連携が深まった。

5

引き続き、西淀川区地域福祉推進ビジョンの周知に努めると共に、高
齢者、児童、障がい者、区社協を交えた四者会議（29年度よりまる
ごっとネットに改称）を継続し、地域の誰もが住み慣れた地域で普通
の暮らしを送る事が出来る仕組みを創り上げていく。

評価の詳細（上段：自己評価の詳細、下段：今後の取り組み）

区社会福祉協議会主催の区社会福祉大会パネルディスカッションに、
民生委員、西淀川こどもセンター、区社会福祉協議会見守り相談室と
共にパネリストとして参加し、西淀川区地域福祉計画推進ビジョン策
定に向けて障がい者の立場に立った意見や希望を伝えながら、地域で
活動する方々との連携を深める事が出来た。

a

担当区域の地域自立支援協
議会に積極的に参加し、
様々な取組みを提案するな
ど、協議会の活性化に努め
ている。

評価点
昨　年　度

5

１－３　地域・他機関との交流・連携

区内の相談支援事業所については、本人主体の考え方をさらに根付か
せていく。居宅介護事業所、日中施設においても事例検討や、模擬個
別支援会議等を通じて障がいの理解を深めていく取り組みを企画、実
施して行く。

本年度は、災害時における要援護者個別避難プランの作成に関して、
地域住民が情報を得やすいよう、利用者本人が利用する日中施設や居
宅介護事業所の連絡先等を記入する事を提案した。自立支援協議会相
談支援事業所部会においては、対人援助プロセスについての勉強会、
増加する児童デイサービス事業所については、自立支援協議会こども
部会内に児童デイ連絡会を設置し、まずは、各事業所の見学会から始
めている。その他、全体の取り組みとして、様々な職種が集まった
「模擬個別支援会議」の開催等新しい取り組みを提案し実施した。

5

引き続き、障がい福祉サービス事業所のみならず、区社会福祉協議
会、地域包括支援センター、民生委員、区身体障がい者団体協議会や
各種団体・機関と協働・連携し、区障がい者相談支援センターとして
の広報や業務内容の告知に努めていく。

協働する関係機関や関係団
体等が増え、連携が深まっ
ている。

b

7



区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター

資源の少なさを考えるより、どうすれば住み慣れた地域で生活を継続
して送る事が出来るかを関係機関全員で考えていくという環境づくり
を行っていく。

a

「おしごとくらしの相談会」において、個別の相談コーナーを設けた
り、制度の理解をわかりやすく展示する事でアウトリーチ活動に取り
組んだ。　　参加人数が少なかったため、時期や内容について今後検
討が必要と考える。

精神科医師による「精神病の理解」の講演会を開催し、普段直接支援
に従事されているヘルパーや支援員が多数参加した。
又、就労に関するニーズ把握を目的に、自立支援協議会主催、区社
協、区役所共済による、「おしごとくらしの相談会」を初めて開催し
た。ハローワーク梅田の協力も得て、就労を目指す事業所利用者、支
援学校高等部の児童やその関係者に参加を呼びかけ直接意見を聞くこ
とが出来た。

評価点 評価の詳細（上段：自己評価の詳細の変更点、下段：今後の取組みの改善点及び次年度の取組み）

今年度は、「第2回おしごとくらしの相談会」の企画段階から参加し、
もっと積極的にアウトリーチできるような取組みを提案して行く。

自立支援協議会のイベントにおいて「相談コーナー」を設けることを
検討する等積極的にアウトリーチ活動に取り組んでいく。

5
次年度も「第2回おしごとくらしの相談会」を準備し、区広報紙への掲
載を含め、開催の周知を行う。又、前回同様ハローワーク梅田の協力
を依頼し、就労を目指す方のニーズの把握にも努めて行く。

3

精神科医、障がい児の親、地域活動支援センター、区障がい者相談支
援センターが支援の現場でのトラブルや、本人の悩みについての話し
合いを重ね、精神障がい者の理解に関する連続講座を開催。又こども
部会では、特別支援学校の教員が副部会長として加わり、地域の小学
校等における障がい児への関わり方について意見交換を重ねている。

区社会福祉協議会の見守り相談室や、区生活支援課との連携により地
域で生活しにくい方へアプローチができ、本人に寄り添いながらニー
ズを把握し、指定特定相談支援事業所につないでいく事ができた。

5

相談者に限らず、地域の障
がい者を取り巻く状況や課
題はおおむね把握できてい
る。

評価点１－３－②　地域の障がい者の状況把握

c

障がい者支援機関のみなら
ず地域の福祉・労働・教
育・保健医療機関と定期的
な会議を開催する等によっ
て、ニーズの把握に努めて
いる。

アウトリーチ活動に取り組
むことにより、ニーズの把
握に努めている。

4

4
次年度も、精神科医師の協力を得て、障がいの理解を深めることがで
きるような勉強会を検討していく。
又、区内には就労系の事業所が少ないため、淀川区など就労系の事業
所が多い区と連携して障がい者の就労に関して、本人や事業所双方の
ニーズ把握に努める。

b

評価の詳細（上段：自己評価の詳細、下段：今後の取り組み）

区内には社会資源が少ない状況は変わりがないが、昨年よりグループ
ホームが２か所増えている。児童デイについては、急激に新規参入事
業所が増えており、児童デイ連絡会を軸に事業所間の横の関係を結び
始めている。
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区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター

定期的な研修で見えてきた区内相談支援事業所の特徴を大切にしなが
らも、本人主体の支援体制が徹底できるよう継続して対人援助プロセ
スの理解を継続して学んでいける場を提供する。

既存のサービスの活用だけ
ではなく、既存の社会資源
の「改善」や新たな社会資
源の「開発」に向けて取り
組んだ。

4
西淀川区身体障がい者団体協議会の事務局を継続し、協力を得ながら
他機関、団体とも交流する事で情報収集に努めて行く。

評価点 評価の詳細（上段：自己評価の詳細の変更点、下段：今後の取組みの改善点及び次年度の取組み）

c

d

西淀川区身体障がい者団体協議会の事務局を3年間継続して行うことで
情報を収集してきたが、この団体以外には情報提供を受けるような関
係にないので、情報提供先を増やしていく必要がある。

3

１－３－③　地域の社会資源の把握

まだまだ障がいの理解、制度の理解が「難しい」という声が聞かれる
ため、個々のケース会議や自立支援協議会を通じて勉強会を実施し
た。

a

ハローワーク西淀川出張所との関係は、まだまだ連携できていない
が、自立支援協議会主催の「おしごとやくらしの相談会」に誘いハ
ローワーク梅田と同様に障がい者雇用の現状について意見交換を行う
事が出来た。

評価点

3

評価点

障害者差別解消法の施行を受け、ますます重要となる「合理的配慮」
を意識し、当事者団体からの情報も収集していきたい。

継続して、新規参入事業所を把握し、西淀川区自立支援協議会への参
画を徹底できるようなシステムを構築していく。同時に区センターと
して足を運び参画を促していく。

3
「第2回おしごとやくらしの相談会」にもハローワーク西淀川出張所に
は参加を呼びかけ、区内の障がい者就労の現状を知ってもらう。

4

継続してボランティア団体の把握については方法から見直しながら把
握に努め、関係を構築して行く。

公共の施設については、利用した方からの情報、施設側からの情報提供
を受けているが、民間施設の情報を把握するための働きかけが充分では
なく、情報を収集できていない。

3

評価の詳細（上段：自己評価の詳細の変更点、下段：今後の取組みの改善点及び次年度の取組み）

新規参入事業所を把握し、西淀川区自立支援協議会への参画を徹底で
きるようなシステムを構築していく事は、何度か自立支援協議会運営
委員会と西淀川区の担当者で話し合ったが、システムを構築させるま
でにはいたらなかった。

評価の詳細（上段：自己評価の詳細、下段：今後の取り組み）

昨年の新規参入事業所による虐待問題が起きた以降は、西淀川区役所
と連携を強化し、新規事業所についてはお互いの情報を交換し合い、
自立支援協議会への参加を促してきたことで、現状ではすべての事業
所を把握できている。

本人主体の支援体制が出来ていくよう自立支援協議会の各部会で対人
援助プロセスの理解等の勉強会を行った。特に相談支援事業所部会で
は、月に1回定期的に困難事例を通して対人援助プロセスを理解できる
よう勉強会を行った事で、各相談員の考え方を把握できた事、本人主
体の理解が出来ているできていないなどの事業所の傾向を把握する事
が出来た。

2

民生委員、地域ネットワーク「見守りネット倶楽部」が関係した、障が
いの理解を促す勉強会に講師として参加し、地域の役員と交流した。地
域の障がい者に関係する事だけではなく、地域が抱える課題について話
し合うことが出来た。

新規参入事業所を把握し、西淀川区自立支援協議会への参画を徹底でき
るようなシステムを構築していく

サービス提供事業所や専門
相談機関を把握している。

学校園・ハローワークなど
関連機関の情報を収集して
いる。

民生委員、地域ネットワー
ク委員、ボランティア団体
などを把握している。

ハローワーク西淀川出張所とは、次年度、障がい者雇用に関する諸問
題について、情報収集や意見交換を行って行きたい。

学校園とは、自立支援協議会こども部会を通じて、障がい児保育・教
育等について情報収集し、区障がい者相談支援センターの役割等を伝
えている。

4

3
ボランティア団体の把握についてはまだまだ充分ではないので、区社
会福祉協議会等とも情報交換を行い把握に努める。

駅や図書館、スポーツセン
ターなどの公共施設や、金
融機関や飲食店、商店など
の民間施設、障がい者用ト
イレやエレベーター等の設
備の情報を収集している。

a 3
各事業所が、本人の立場に立った支援を提供し、区内に本人主体の支
援体制が出来ていくよう自立支援協議会の各部会において、対人援助
プロセスの理解等の勉強会を開催するとともに、各事業所と一緒に現
場に出向く等の後方支援を積極的に行っていく。又、開発について
は、区社会福祉協議会をはじめ各関係機関と話し合う事から始めてい
きたい。

１－３－④　社会資源の改善・開発に向けた取組み

評価点 評価の詳細（上段：自己評価の詳細、下段：今後の取り組み）

b
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区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター

3 基幹相談センターより配布された「区障がい者相談支援センター」に
ついてのチラシを区内の病院や公共施設に配布したり、各地域で行っ
ている「ふれあい喫茶」にも持参し、センターの活動を紹介していき
ながら周知を図り、同時に地域の方から直接相談を受ける機会にして
いく。

多問題を抱えた事例や、問
題が長期にわたって継続
し、解決の糸口を見つける
ことが困難な事例など支援
困難事例への対応を積極的
に行っている。

5

a

１－３－⑤　支援困難事例への積極的な対応

１－３－⑥　地域住民への周知・啓発的活動の実施

評価点

評価点

評価の詳細（上段：自己評価の詳細の変更点、下段：今後の取組みの改善点及び次年度の取組み）

支援困難事例については、積極的に対応していく事は変わらず行って
きた。
困難事例に取り組む事で、複合的な課題を抱える家庭の多さを実感
し、地域包括支援センターとの連携は欠かせないものになった。

今後も積極的に困難事例には対応して行く。

地域役員から了解を得ている事もあり、継続して「ふれあい喫茶」へ
の参加が可能になるよう体制を調整する。

4
住み慣れた地域で、普通の地域住民として、障がい者を理解してもら
えるような西淀川区になる事を目的とした「障がい児・者とともにふ
れあう広場」のイベント、障がい当事者やその家族が就労についての
情報を収集し、利用に繋がる事を目標にした「くらしとおしごと相談
会」も継続して行っていく。

評価点

昨年に続き「第5回障がい児・者とともにふれあう広場」を3月に開催
したことで、地域住民と障がい者の交流を図ることが出来た。
又、初めての取組みである就労についてのイベントを自立支援協議、
生活就労部会が中心になって企画し実行する事が出来た。

評価の詳細（上段：自己評価の詳細の変更点、下段：今後の取組みの改善点及び次年度の取組み）

基幹相談センターより配布された「区相談支援センター」についての
チラシを「ふれあい喫茶」に持参し、地域の方から直接相談を受ける
機会を提供する事が出来なかった。地域からは了解を得ていたが、体
制的に「ふれあい喫茶」に参加できなかった。

3

自立支援協議会主催の「第4回障がい児・者とともにふれあう広場」を
3月に開催した。今回初めて、区老人福祉センターで活動するフラダン
スチームが出演し、障がいの理解について地域住民への浸透が図られ
た。

評価の詳細（上段：自己評価の詳細、下段：今後の取り組み）

a

b

地域住民との交流や講演会
の開催等を通じて、障がい
者が地域で共に生きていく
意義をはじめ、啓発的活動
に積極的に取り組んでい
る。

4
支援者の意見を取り入れた講演会や勉強会を実施し、地域住民にも参
加を呼びかけていく、また自立支援協議会を通じて、積極的に地域に
働きかけ、地域住民との交流を図っていきたい。

民生委員、地域ネットワーク「見守りネット倶楽部」、地域役員に向け
た、障がいの理解を促す勉強会に講師として参加したことで、障がい者
相談センターとしての機能や役割を周知できたが、継続して周知を図れ
ていない。

今後も継続して困難事例に積極的に対応して行く。どのような困難事
例であっても、その本人の存在を尊重し、本人の居るところから始め
るという原点から対応して行く。

5

評価の詳細（上段：自己評価の詳細、下段：今後の取り組み）

障がい者相談支援センター
は、自らの役割について地
域住民に対して積極的な周
知を図っている。

行政も含めた他機関と連携、会議（外部・内部）を重ねながら、支援困
難事例に積極的に対応している。また、アセスメントについては本人の
主体性を尊重した視点に基ずいた分析を行う事で解決の糸口を探ってい
る。
西淀川区内の指定・特定計画相談支援事業所が抱える困難事例について
も担当者会議に同席したり、ご本人の訪問に同席する事で事業所への助
言・指導を行い、本人や家族からの話が聞けるような環境づくりを手伝
う。

評価点
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区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター

①子供・障がい・高齢・区社会福祉協議会の4者が定期的に集まる「4者会議」
を継続して行ってきて、昨年より参加者が、南西部地域包括、子育てプラザ、
西淀川区役所など参加機関が増えた。各参加機関が抱える共通した課題が、職
員を育成するまでの離職する人が多いことだった。来年度はこの問題を踏まえ
た取組みを検討して行く。
②区障がい者相談支援センターとしての余暇活動「ふぁんふぁんくらぶ」の実
施。工場見学・調理実習・カフェ運営・フラダンス体験・ジャグリング体験・
アクセサリーつくり・なんばおにごっご等のイベント参加などを年間12回開催
し、延べ利用者数は73人。
利用者のニーズとしては、「平日は仕事に行ったり、作業所に行ったりと忙し
いが、休日になるとする事がなかったり、一人で何かをしても楽しくない。ヘ
ルパーさんと出かける事も楽しいが、友達と過ごしたい。でも友達がいない」
と言ったことがきっかけになる。ある。特に軽度の知的障がいの女性に多い。
少しでもニーズにこたえることが出来るように月1回の活動を企画運営してい
るが、参加者の増加に伴い職員の体制が調整しにくい、人気の活動である調理
実習が行える場所の確保が難しいなどの問題を抱えながら毎月の活動を企画し
ている。職員体制については来年度の事業所での体制によって調整して行く事
が出来るが、調理実習の場所はかなり確保に困る事が予想されるため、区役所
内の施設や、学校の施設を借りる事が出来ないのか働きかけていく必要があ
る。

今　年　度昨　年　度

①淀川3区相談支援ネットワーク会議に参加し、事例検討や他2区の相談支援事
業所との情報交換、意見交換を行った。

②区障がい者相談支援センターとしての余暇活動「Fun・Funくらぶ」の実施。
（調理実習・観劇・ネールアート講座・区社会福祉協議会のイベントでのカ
フェ運営等）
西淀川区の地域利用者に此花区からの参加者を加え、年間12回開催。延べ61人
の参加があった。

１－４　その他の取組み
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区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター
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区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター

平成28年度２－３　日々の相談件数の分析

複合的なニーズに対応しなければならない相談、特に親が要介護状
態、兄弟にも何らかの障がいがあるのではないか、又、金銭管理が
ままならず、生活崩壊の危機と判断されるなど、家庭全体を視野に
入れた支援策を求められるケースも少なくなかった。
そのため、区障がい者相談支援センター、自立相談支援（生活困
窮）、見守り支援、地域包括支援センター等といった制度を超えて
の関係者で情報交換をしながら進めていくケースが増えており、今
後このような機関を交えた個別支援会議がますます重要になると考
えています。

また、区内の指定相談支援事業所が増えてきたことに伴い、区障が
い者相談支援センターとして、ケース会議、担当者会議への参加、
同行訪問、支援のプロセスについての協議等、後方支援を行う事が
増加している。本人主体の支援を区内に根付かせていく機会になる
ととらえ、今後も積極的に行っていく。

平成27年度

・区内の指定相談支援事業所が今年度末で11ヶ所となった。区内の
11件の事業所に加え、淀川区、此花区の事業所が2箇所加わり自立支
援協議会相談支援事業所部会を月2回の予定で開催している。出席率
については、部会の内容によって差がある。やはりどの事業所も制
度に関わる内容にはかなりの興味を持って積極的に出席されてい
る。年間を通して行った困難事例の研修については、興味を持って
参加し、活発な意見交換をする事業所と興味が薄い事業所に別れ
た。どの事業所も、西淀川区内の障がい者の相談を受ける以上は、
本人主体の支援を理解したうえで、関わりを持ち、相談員が本人主
体の支援を推し進める事が出来るようになることを目指したい。し
かし思いとは反して、指定相談支援事業所の相談員に対する苦情も
増えている。区障がい者相談支援センターとして、同行訪問、個別
支援会議、ケース会議等への参加、後方支援などを行う事や苦情を
解決するため、本人と家族そして事業所の聞き取りをしながら苦情
を解決する事が増えつつあった。
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区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター
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近隣 日常生活上のアクシデント

内　　訳

警察・消防

内　　訳
13,070,000 円

医療機関 近隣からのクレーム
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平成28年度
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254,643 円

146,214 円

金　　額

20,677 円

福利厚生・研修費・修繕費・損害保険料・会議費・議会費等
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0 人 0 件

近隣

近隣からのクレーム
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平成27年度

12,109,879 円

病気・けが等の発生

２－４　住宅入居等支援事業の実施状況

２－５　業務委託料の収支精算見込について

その他

日常生活上のアクシデント

夜間出動

②歳出

その他 183,401 円 繰入金
合　　計 13,203,401 円
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医療機関
その他

14



区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター

区内での障がい者手帳の発行数は、約6,100（療育手帳850 精神保健福祉手帳
780　身体障がい者手帳4,500)。単純にはいかないが、そのうち何らかの障が
い福祉サービス受給者は約750人で手帳所持者のサービス利用率は12.3％に過
ぎない。手帳の交付を受けている全ての方がサービスを利用するとは限らない
が、どうしたらよいのかわからない方、繋がりたいと思っている方、そもそも
制度を知らない方等、多数いるのではないかと推測される。どうすれば、その
うち1人でも2人でも何らかの支援に繋げることが出来るのか？これが区障がい
者相談支援センターに求められる1つの課題と考えています。

区内の各地域活動協議会が取り組んでいる「災害時要援護者支援推進事業」に
おける個別避難支援プランの作成に関して、地域住民が情報を得やすいよう、
本人が利用する日中事業所や居宅介護事業所の連絡先等を記入するよう要望を
行ったり、相談支援事業所においても、サービス利用計画に防災・避難・非常
時対応等を記入する事を提案するなど、今後も防災意識が高い西淀川区の障が
い者相談支援センターとして提案・提言を行っていきたい。

区内の各地域活動協議会が取り組んでいる「災害時要援護者支援推進事業」に
おける個別避難支援プランの作成に関して、地域住民が情報を得やすいよう、
本人が利用する日中事業所や居宅介護事業所の連絡先等を記入するよう要望を
行った結果すべての計画ではないが一部の方の計画には記載されるようになっ
た。相談支援事業所においても、サービス利用計画に防災・避難・非常時対応
等を記入する事を提案するなど、今後も防災意識が高い西淀川区の障がい者相
談支援センターとして提案・提言を西淀川区障がい福祉課に行ってきたが、西
淀川区防災担当者との連携が区役所内で不充分なため保留になっている。今後
は、区長に直接提言できる機会を区役所担当者に調整してもらう事で西淀川区
独自の計画が出来るよう努める。
又、余暇活動の場を提供する取組みを始めて5年目になる。延べ利用者数は
年々増えてきた。地域の障がい者からのニーズとしては、「友達が欲しい」
「恋人が欲しい」「一人暮らしが不安」「わいわい外出したい」「自分でごは
んやおやつを作りたい」などが多いのに、現状は、調理実習室を確保出来な
い。みんなが集う大きな部屋がない。事が大きな問題になっている

３　区における地域課題について

昨　年　度 今　年　度区における全般的な課題についての
現状認識及びその解決・改善に向け
た提案・提言など
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区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター

２　日々の相談
支援業務

特になし

居宅介護事業所から、計画相談を利用していないが居宅のサービス
を利用している方達の困りごとについて、何処につないでいけばよ
いのかがわかりました。利用者にパンフレットを渡すつもりです。

１　事業運営全般

区障がい者相談支援センターの活動について理解できた。
障がい者個人への働きかけだけではなく、地域住民に対して障がい
の理解を促す活動をしている事を知る事が出来た。

０　相談支援事
業所の概要

出席者からの意見

平成28年6月28日報告日

４－１　区地域自立支援協議会での報告

今　年　度昨　年　度

４　自己評価を終えて

特になし

・余暇の過ごし方についてふぁんふぁんくらぶの運営など、ニーズ
を掘り下げて取り組んでいることにとても意味があると思う。

・本人主体の考え方で自分の子どもが何をしたいか考えてくれて支
援してくれているので助かっている。

平成29年6月27日

３　区における
地域課題につい
て

自立支援協議会で各日中事業所の紹介を行う事業を計画しているよ
うだが、その事業の中で、居宅介護事業所の切実な問題であるヘル
パー不足を解消するため、居宅介護事業所の紹介もかねてヘルパー
募集が出来るようにしてもらいたい。

・自然災害、特に、西淀川は水害の被害が大きい。その対策を事業
所ごとに考えるのは難しいので、自立支援協議会を中心に考えても
らいたい。
・地域生活拠点、緊急援助など、今後大きな課題だと思う。
西淀川の自立支援協議会のみなさんとも一緒に考えていきたい。
・計画相談していて各サービス資源が不足していると感じる。本人
主体の計画を考える中で、既存の資源の充実を図っていくと共に、
新しい資源の開発にも取り組まなければならない。
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区障がい者相談支援センターの自己評価シート 資料３－１

変更又は改善内容事業所名 西淀川区障がい者相談支援センター

昨　年　度

昨年のプレゼンテーションでの反省を踏まえて、今回は、パワーポ
イントを作成し、活動内容を整理し写真などを使って報告した。短
くまとめすぎて、活動報告が中心になり、障がい者支援を行う西淀
川区内の支援者すべてが、本人主体の支援を意識できるよう取り組
んできている事などを十分に伝える事ができなかったことが今回の
評価報告の反省点。

西淀川区内の特徴の一つに、介護保険サービスのみを提供している
居宅介護事業所が多く。「障がい者へのサービス提供はしていな
い」と断られることがよくあった。しかしこの数年は、介護保険
サービスを提供している事業所の数を上回るほどの自立支援サービ
ス提供事業所が増えてきている。喜ばしい反面、ヘルパー間で混乱
が起きてきている。
・サービス提供中に本人の大切なものを勝手に処分した。
・ゴミと思ったらゴミではなかった。
・利用者から「自分に確認もなく掃除をするな。」と怒られた。
・キャンセルが多い。
・片付けても片付けても部屋が散らかる。
・玄関には入れてくれるが、それ以上は入れない。
・ヘルパーを固定でしか派遣できない。　等々
利用者の障がい特性を理解し、本人の立場に立ち、何を求めている
のかを理解しないままサービス提供をしてしまい、トラブルになる
などの問題が増えてきている。精神科医師を講師に招いて精神障が
い者の理解を促す勉強会を行ったが、今後も継続して「本人主体の
支援とは？利用者と良い関係を結ぶためには何が必要か？」などに
ついて理解を促していくために管理者やサービス提供責任者のみな
らず、現場のヘルパーをも含めた勉強会を企画していく必要性を痛
感している。

今年度、自立支援協議会では、区の障がい福祉について区長と話し
合う機会を作り、西淀川区が障がい者やその家族にとって、さらに
住みやすい地域になるよう働きかけていくことにしている。

４－２　一連の自己評価のプロセスを終えて

・相談支援事業所を使っている人があまりおらず、セルフプランの
人が多い。計画相談を提案すると、嫌だと言われる。今後そういっ
た人の相談にどう乗っていくか。
・家族の高齢化が著しい。先を見据えて前もっての提案をするが、
家族が「自分たちでできる」と受けてくれず、備えが作りにくい。
事前準備が大事であることを伝えていかなければと思っている。
・生活面の楽しみまでの支援に手が回らない。働く、楽しむという
バランスをとって支援しているのを見ると、手厚くやっていきたい
と思う。ステップアップにも力を入れたい。

　
●昨年度に引き続き、今年度もパワーポイントを使ってわかりやす
く整理し、達成率や相談者、相談ルート等、数字で示すようにし
た。プレゼンテーションの場も、自立支援協議会主催のイベント後
に全大体会を準備したこと等により、参加者も多く積極的な意見を
頂くことが出来た。
●区長との意見交換会は継続して行うことができ、西淀川区障がい
者自立支援協議会への理解と協力について話し合えた。今後考えな
ければならない地域生活拠点整備については、区長を交えた検討シ
ステムを構築する事へとつないでいきたい。
●日中施設、居宅介護事業所、相談支援事業所など共通した課題
が、介護者に緊急事態が起きたときの本人への支援だった。区内に
は短期入所先もない、グループホームも満床といった社会資源の乏
しい状況ではあるが、西淀川区らしい工夫を凝らした新たな支援体
制構築に取り組みたい。例えば、区内には高齢者住宅が多いが空床
も目立っている。そのような場を障がい者のために利用できるよう
にすれば、緊急時のみならず、自立体験の場などにもなるのではな
いかと考えている。

今　年　度
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